
 

日本水産グループでサケ・マス養殖事業を

手掛けるチリのサルモネス・アンタルティカ

社（ＳＡ社、田中輝社長）がこのほどトラウ

ト養殖のＡＳＣ認証を取得した。ニッスイグ

ループでは黒瀬水産（2017年11月）に次ぐＡ

ＳＣ認証。４日付でＳＡ社の加工工場もＣｏ

Ｃ認証（加工流通）を取得している。 

ＳＡ社は1982年設立。チリでサケ・マス類

の養殖事業を拡大し、1988年には加工工場や

冷蔵倉庫、2001年には飼料工場を新設するな

ど、養殖魚の種苗生産・育成・水揚げ・加工･

出荷の一貫事業を展開してきた。 

同社が手掛けるトラウト・銀ザケは、ニッ

スイグループの販売網を通じ“FIVE STAR”

ブランドとして世界に流通している。 

ＡＳＣ認証は養殖業が持続可能な方法で運

営され、周辺の自然環境や地域社会への配慮

が行われている「責任ある養殖水産物」であ

ることを証明するもの。ＷＷＦ（世界自然保護

基金)などが設立支援した水産養殖管理協議会

が運営している。 

対象魚種は、ブリ、サケ、淡水マス、タイ、

ティラピア、パンガシウス、エビ、二枚貝、ア

ワビなど15種で、世界で36カ国816養殖場が取得

している（2019年２月現在）。 

ＳＡ社では今回の認証取得を通過点とし、

「今後も資源の持続的利用、環境・社会への

配慮を徹底し、持続可能な養殖技術開発に取

り組む」としている。 

ＣｏＣ認証はＡＳＣが管理運営する加工流

通過程の管理に対する認証。製品の製造・加

工・流通の全ての過程で、認証水産物が適切

に管理され、非認証原料の混入やラベルの偽

装がないことを示す。 

１月のスルメイカの水揚げ、30％減……………２ 

スシロー、世界の海からいいネタ祭……………２ 

保育園「キョクヨーハピネス」開園………………２ 

テーブルマーク、「ごっつ旨い」サイト開設……２ 

漁村総研の漁場施設研究会、成果を共有………３ 

日本財団、海洋ごみ減らす活動強化……………３ 

極洋、日本カヌー連盟への協賛継続……………４ 

全漁連、漁防止対策全国連絡会議を開催………４ 

ニコニコのり、やり投・中西選手入社……………４ 
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世界に流通する「FIVE STAR」 


